
令和７年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 八幡平市立田山小学校 

２ 実 践 名 田山小６０プラスプロジェクト 

３ 実施対象者 全校児童２１名 保護者 教職員 

４ 目 標  「運動習慣」「食習慣」「生活習慣」を相互に関連づけた一体的な取組を通して、児童一人一人
がよりよい生活習慣の確立を図ろうとする意識をもたせる。 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（① ・②） 

①学校経営の特徴【組織的実践】･･･資料１ 

 →学校経営グランドデザイン及び「まなびフェスト」への位置づけによる目標の共有と具体

的な内容の説明、振り返り 

②推進体制【担当者間の連携】･･･資料２ 

 →保健指導部と体育担当の連携による年間を通した指導計画の作成と職員間での意識共有

による実践 

イ 
（③・④） 

③特徴的な実践【実態・特色を生かした工夫】 
 A）６０プラスプロジェクトチャレンジカードの活用･･･資料３ 
 B）長期休業中の取組･･･資料４ 
 C）「オノマトペ体操田山小バージョン」「コアキッズ体操」の取組･･･資料５ 
 D）学校栄養士による定期的な食育、栄養指導･･･資料６ 
  
④継続可能な計画実践【地域や家庭との連携による推進】 
A）小中連携（中学校区の小学校２校と中学校１校）による、家庭学習強化週間に合わせたメ
ディアコントロールの取組･･･資料７ 

B）保護者への啓発（保健便り）や家庭と共に考える機会の設定（長期休業前の個別指導・ぺ
っこチャレンジカードの活用）･･･資料８ 

ウ 
（⑤） 

⑤よりよい生活の確立への期待【よりよい変容への期待】 
 →６０プラスプロジェクトの取組結果から見た達成状況 

 R６ R７ 

1日60分以上の運動 
※取組7日間中５日以上達成者 

１００％ １００％ 

個人の目標歩数 
※万歩計を使用した5日間中4日以上達成者 

６１％ ７９％ 

 
 →学びフェストの振り返りから見た児童・保護者・教職員の意識の高まり（肯定回答割合） 
児 童･･･めあてをもって、体育や外遊びなどの運動に取り組むことができた→100％ 
保護者･･･子供の食事や生活リズムなど、基本的生活習慣の定着に向けて取り組んだ→95％ 
教職員･･･児童は、60プラスプロジェクト等を通して体力の向上を図ることができた→100％ 

６ 成   果 

・児童の実態と小規模校の特性を生かした、短時間で継続的に取り組むオノマトペ体操やコ
アキッズ体操により、運動習慣の確立と体づくりの基礎力向上につながっている。 

・各種チャレンジカードの活用と取り組み方の工夫によって、児童の運動に対する意欲喚起
につながった。 

・体育担当が主となり、他の分掌と連携することで、６０プラスプロジェクトのねらいであ
る一体的な取組につながり、取り組み方にも広がりと連帯感が生まれた。 

・目標の共有を行い、担当と担任、学校と家庭、学校と関係機関が協働して取り組むこと
で、継続可能かつ効果的な実践となり、「一緒に」取り組むことが児童のよりよい生活習慣
の確立と運動を楽しむ気持ちの醸成につながっている。 

７ 課 題 

・よりよい生活習慣、運動習慣は一時の取組だけで身につくものではないため、継続と連携
による一体的な取組が必要となる。実態把握を基にしたねらいの共有と実践、リフレクシ
ョンを大切にし、取り組み方もアップデートしていきたい。 

・実践の成果を可視化し、達成感や充実感を感じながら取り組むことができるよう工夫し、
児童のさらなる意欲喚起につなげたい。 

８ 今後の予定 

・３学期も、６０プラスプロジェクトチャレンジカードを使った取組を予定している。寒い冬
の運動習慣確立に向け、教育活動（スキー）とも関連付けた一体的な取組を推進する。 

・オノマトペ体操、コアキッズ体操の継続と、栄養士による食育指導。 
・養護教諭による、保健体育の乗り入れ授業。 
・今年度の成果と課題、体力テストの結果や児童の実態を踏まえた、次年度の構想を検討する。 

 



資料１ 学校経営グランドデザインとまなびフェストへの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グランドデザイン

やまなびフェストに

位置づけることによ

って、教員間の目的意

識の共有や、PTA 総会

での説明による家庭

との意識の共有にも

効果的である。 



資料２ 学校保健年間計画への位置づけによる連携の仕組みづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保健指導部の年計に位置づけることで、教職員が年間を見通して実践すること

が可能になる。 

・体育担当、児童会担当との連携も図られ、学校行事や児童会行事とタイアップ

させた実践を行うことができる。 

 



資料３ ６０プラスプロジェクトチャレンジカードの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （低学年児童の振り返りより）  保護者のかたからのコメントで、子供たちの意欲もアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年  

中・高学年  

発達段階や個に応じた目標値の設定 

＊目標値設定の前に、万歩計を使って事前調

査（日常の自分の歩数調べ）を行い、その数

値を基に自分の目標値を設定した。 

「いきいき」「かみかみ」「すやすや」チャレ

ンジとして、それぞれの目標値を決めて取り

組んだ。１学期は、夏休みの１週間をチャレ

ンジに当て、家庭での過ごし方を意識できる

ようにした。 

毎日、登校したら万歩計を付け、一日の終わりに歩数をチ

ェックして外す。 

・目標設定を大切にする（実態に応じる）ことで、取り組み方が自分事となり、日々ふりか

えりながら、目標達成のために意欲的に活動することができる。 

・家庭と連携した取組により、家族全体の意識が高まり、それが習慣化にもつながる。 



資料４ 長期休業中の取組～かみかみチャレンジカード～ 

 

 ＊資料３の６０プラスプロジェクトチャレンジカード（１学期取組）のかみかみチャレンジとタイアップし、夏休み開

始の５日間、家庭で取り組む 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＊家庭での取組で気づいたことや、発見したかみ応えのある食材を、学校では「かみかみ給食」の日と関連づけて

話題にする（委員会による献立発表など）ことで、児童がより一層「かむ」ことを意識できるようにしている。 

 

 

資料５ 「オノマトペ体操田山小バージョン」  「コアキッズ体操」 

～オノマトペ体操田山小バージョン～ 
 

① 業間の始まり３分程度で行う 

② 各教室で行う 

③ 各教室の電子黒板に入れてある動画を見ながら、音に合わせて、動きをお手本にしながら丁寧に運動する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育担当が動画を作成 

田山小５・６年児童が出演し、動きの手本となっている。３分ほどの曲に乗せ、動きのアナウ

ンスを入れながらリズム良く、動き方を意識することができるよう、工夫されている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～コアキッズ体操～ 
  

 ４月体つくり計画（職員会議資料）より 

コアキッズ体操 

（１）ねらい 

・「コアキッズ体操」を継続的に行い，児童の体幹を鍛える。 

（２）活動の重点 

 ・「コアキッズ体操」を覚えること。 

（３）活動種目 

・ コアキッズ体操 

（４）活動日 

 ・ 通年 

 ・ 体育の学習の最初５分間程度（慣れれば時間は短縮できると思います。） 

（５）場の設定 

・ 教室，体育館，ホール，校庭などどこでも 

（６）必要な用具類 

・コアキッズ体操用動画 

（７）職員の役割分担 

・ 励ましてください。 

 

 

 

 

 

 

 

＊小規模校の良さを生かし、各教室で運動

している。 

一堂に会する時間の短縮と、各学級のタ

イミングで、また学年に合わせた動画の

使い方によって、簡単に行うことができ

るというメリットから、継続して取り組

みやすい。 

＊体育の時間の最初の５分くらい 

＊低学年は、教室や多目的ホール

でもできる。（省スペース） 

＊発達段階で自然と経験する重要

な動きが基になっており、継続

することで、体幹が鍛えられ

る。 

体育のウォーミングアップとして取り入れ

やすく、動きが頭に入ると、児童が自分たち

で進めながら準備体操の一貫で行うことも

できるため、継続的に取り組みやすい。 



資料６ 学校栄養士による食育、栄養指導 

～３給タイム～ 
＊各学年、学期に１回ずつ、給食の時間（１０分くらい）を使って、栄養士さんにお話をしていただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～食に関する指導～ 
＊各学年、年に１回、栄養士さんに来ていただき、１時間の食育指導をしていただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分たちの給食を作っている栄養士さんにお話をしていただくことで、より興味関心をもって

学ぶことができる。 

・給食センターとの連携により、どの学年も年に数回、継続的に食育指導の機会を設けることが

できている。 

 



資料７ 小中連携による取組 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校区での共通取組とすることで、意識統一が図られ、小中のスムーズな接続にもつながる。 

・小と中に兄弟姉妹がまたがる家庭もあり、家庭の中でも取組が徹底されやすい。 

・保護者の励まし、担任の評価等により、児童の意欲も継続。 

メディアコントロールの取組 
＊中学校区の２つの小学校と１つの中学校で一斉に取り組んでいる。 

＊中学校のテスト期間に合わせた１週間を強化週間とする。 

 

 



資料８ 保健便りによる啓蒙・ぺっこチャレンジカードの活用 

 

保健便りによる啓蒙 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぺっこチャレンジカードの活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０プラスプロジェクトに関わるお便り 

保健便りと保健室前掲示の関連を図って

児童の健康に対する意識の向上を 

長期休業前に肥満傾向

児童の保護者と個別面

談を行う。長期休業

中、生活習慣を意識し

て過ごし、体重管理に

よる成果の見える化を

図って、意欲向上もね

らう。 
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